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　目的　/■^ソ粉＼ii食iり＆おろし金て゛おろした･も(7)畑おいしいと忿^れている。･南販のパ

ソ粉には、長期保存のできない生のものと保存できる牝燥しEものがある。私漣は癩販｡さ

れている禰aの代ソ紛の米介含肩号t濡咆するとともに. /t/ﾄﾉより自製_した本介の異な

るﾉなﾉ粉、ソウメソ並びにﾌ)しトJi用いX. 場げ条再む

観ラストを行な丿七。

　方法　用い臼仁ﾉ粉は市販のものと、お｀ろし金でおろしrﾆ自製のものである。ソウメソ、
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いた。吸岫号はA.O.A.C.公愈法であろ破介解決によった。"F能テストは2点比較法､で被兎

しI- 。
　結果　/≒ﾉ蔚の本みけ。三訂補食品標準成介表に口.J %と記載さ心､ている折、布販のペ

ソ姶で13 . 生(71毛<7)で最高似､O％の水介－を示し、乾燥したものでは最鳶口-0 ％であっft.

吸油晋については. /ぐこﾉ粉。ソウメJ ｡/フルi､ソのいずれも米介着の玲いものの片加、嵩

い禰t示しrこ。曹能テストの結栗では、本介誉の今いもののオ駈･、t7ヽらっと痛ダつておい

しヽ､ヽと判走されr二、


